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賛

文

年

代

に

就

本
信
号
の

て鈴

木

文

先

古
来
日
蓮
聖
人
の
本
隼
を
研
究
す
ゐ
に
際
し
て
そ
の
是
茶
羅
じ
劃
す
る
皐
者
の
考
察
的
態
度
は
必
や
し
も
－
様
で
あ
っ
た
さ

は
云
へ
な
い
が
、
併
し
な
が
ら
大
臨
し
於
て
そ
の
形
式
的
研
究
の
方
面
か
ら
見
る
な
ら
ば
蔓
茶
維
の
闘
式
に
針
し
て
常
に
三
種

の
異
舶
を
分
判
し
て
考
察
す
る
の
風
潮
が
夙
く
か
ら
存
し
た
こ
さ
は
護
者
の
最
も
よ
〈
知
る
ご
・
』
ろ
で
ゐ
ら
う
o
三
種
さ
は
即

も
文
永
式
、
建
治
式
、
弘
安
式
J

」
稿
す
る
も
の
で
あ
っ
て
古
来
の
串
者
は
そ
の
多
（
が
是
等
三
種

ωう
ち
に
於
て
文
永
建
拾
の

本
隼
ご
弘
安
巳
後
に
於
け
る
本
隼
さ
の
形
式
的
制
具
や
そ
の
貸
文
化
十
代
の
不
同
を
比
較
す
る
こ
ご
か
ら
直
ち
仁
本
象
の
慣
値
内

容
の
優
劣
に
ま
で
論
及
し
て
是
れ
が
校
量
穿
撃
に
甚
だ
っ
ご
め
た
も
の
で
あ
る
。

今
そ
の
岡
式
に
卦
す
る
形
式
的
研
究
の
偵
値
批
判
は
且
〈
措
い

τ控
は
た
い
賛
文
年
代
の
そ
れ
じ
就
て
少
し
〈
者
人
の
管
見

を
披
極
し
て
見
た
い
さ
以
ふ
、
J

」
云
ふ
の
は
ζ

の
問
題
は
単
に
古
来
の
皐
者
が
悲
し
〈
力
を
致
し
た
ご
云
ふ
ば
か
り
で
な
〈
吾

人
を
以
て
す
る
な
ら
ば
か
、
る
形
式
的
研
究
の
偏
重
か
ら
そ
が
伯
航
問
題
に
ま
で
論
及
し
て
遂
に
墓
意
を
端
陣
す
る
に
至
っ
た

さ
云
ふ
こ
ご
は
、
ぞ
れ
が
た
い
に
戯
準
的
解
害
の
も
た
ら
し
た
結
果
ご
考
へ
ら
る
、
ば
か
り
で
な
く
「
本
設
に
迷
ふ
は
才
能
ゐ

る
畜
生
な

b
』
ご
ま
で
政
一
誠
せ
ら
れ
た
窓
慮
に
鑑
み
て
ま
・
』
ご
に
忍
び
が
た
い
も
の
が
あ
る
か
ら
で
ゐ
る
o

年
代
計
算
に
劃
す
る
日
進
呈
人
の
見
解
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
体
敬
大
師
の
著
作
で
ゐ
る
ご
こ
ろ
の
寸
末
法
燈
明
記
L

に
記

さ
れ
た
二
説
、
所
謂
川
異
記
の
説
で
あ
る
周
の
穆
玉
三
年
説
ご
春
秋
の
共
王
四
年
説
さ
の
中
で
は
そ
の
前
者
生
取
る
も
の
で
ゐ

っ
て
、

A
1
こ
の
説
じ
従
ふ
な
ら
ば
1

憶
明
記
」
の
著
作
年
代
即
ち
延
一
府
二
十
年
は
悌
滅
後
一
七
五

O
年
に
相
官
す
る
か
ら
、
日
誠
一

塁
入
の
誕
生
は
二
一
七
一
年
に
常
り
建
長
五
年
の
清
液
開
設
は
二
二

O
二
年
佐
渡
の
流
摘
は
二
二
二

O
年
「
翻
心
本
雰
紗
L

の
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遺
作
並
じ
本
隼
昆
茶
羅
の
始
願
は
正
し
〈
二
二
二
二
年
に
相
常
す
る
、
従
っ
て
身
延
入
山
は
二
二
二
三
年
弘
安
五
年
の
鶴
林
入

凸

合

合

A
口

ゐ

減
は
ま
た
貨
に
二
二
一
一
二
年
に
相
常
す
る
こ
ご
、
な
る
。

然
る
に
今
踊
っ
て
本
軍
基
茶
維
の
公
文
年
代
を
拝
す
る
ご
さ
概
し
て
文
永
建
治
の
比
に
な
れ
る
も
の
に
は
昨
除
後
プ
ド
ニ

r

二
十
余
年
（
始
附
酬
は
二
二
二
二
年
）
ご
認
め
ら
れ
て
ゐ
与
、
そ
の
弘
安
元
年
巳
後
の
も
の
に
は
備
滅
後
二
千
二
百
三
十
余
年
（
弘

安
四
年
が
二
二
三

O
年）
J

」
託
さ
れ
て
あ
る
ご
・
』
ろ
か
ら
、
愛
じ
是
等
雨
者
の
相
異
が
端
な
〈
も
皐
界
に
疑
念
を
生
み
筆
者
は

た
め
に
種
々
の
憶
誌
を
立
て
相
争
ふ
・
』
ご
久
し
き
に
亘

b
遂
に
今
日
に
至
る
も
向
は
そ
の
蹄
趣
す
る
ご
こ
ろ
を
見
出
し
が
た
き

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

今
こ
れ
に
劃
す
る
皐
者
の
見
解
中
そ
の
主
な
る
も
の
を
列
翠
す
れ
ば
次
の
知
く
で
あ
る
O

身
延
日
朝
師
日
（
、

文
永
建
治
ゆ
本
軍
に
廿
除
年
さ
云
ふ
は
是
は
未
再
治
の
本
容
な
る
が
故
な
b
、
弘
安
但
繋
の
時
分
に
品
川
除
年
ご
云
ふ
は
再
治

定
の
本
符
な
る
が
故
な
り
o
云
々

和
語
日
相
師
日
（
、

建
治
年
中
の
本
管
に
は
二
千
二
百
二
十
飴
年
三
云
ふ
ぺ
し
、
弘
安
四
、
五
年
の
本
隼
に
は
三
十
傍
年
ご
云
ふ
勿
論
な
り
、
然
れ

共
建
治
弘
安
身
延
住
居
の
時
は
白
行
謹
併
の
御
本
意
も
正
し
〈
額
れ
た
れ
ば
、
彼
の
時
代
の
御
本
傘
を
手
本
さ
し
常
時
の
衆

も
三
十
飴
年
ご
書
き
給
ふ
な
り
。
云
々

啓
蒙
日
講
師
日
（
、

或
る
妙
に
臼
（
、
二
十
飴
年
ま
あ
る
ぺ
き
を
三
十
除
年
ご
遊
ば
せ
る
事
は
甚
深
の
子
細
有
之
、
叉
京
都
本
岡
寺
弘
安
元
年
七

月
の
本
章
に
二
千
二
百
三
十
飴
年
さ
遊
ば
し
、
又
下
楓
峯
日
排
授
典
の
弘
安
二
年
四
月
の
大
本
牲
に
も
二
千
二
百
三
十
飴
年

さ
あ
り
、
今
云
（
、
二
幅
の
本
軍
の
授
典
書
に
就
て
は
尤
も
深
意
ゐ
る
ぺ
き
欺
、
諸
山
列
車
別
し
て
は
平
賀
代
々
の
本
命
に
多

〈
三
十
飴
年
ご
あ
る
は
、
元
組
自
行
御
所
謹
の
御
本
意
の
額
は
れ
畢
る
時
を
定
規
Z
せ
る
意
な
る
ぺ
し
o
云
云

扶
老
日
好
師
日
〈
、

轍
て
宗
祖
の
本
寧
を
見
る
に
二
百
三
十
除
年
ご
、

一一（ 4 ）一一

叉
二
百
二
十
飴
年
さ
ゐ
り
、
唯
此
の
二
な
る
の
み
じ
し
て
飴
は
之
な
し
文



永
九
年
壬
申
は
正
し
〈
二
千
二
百
二
十
一
年
な

b
、
故
に
本
章
を
闘
す
る
さ
き
の
始
め
は
文
永
九
年
以
後
な
る
ぺ
し
、
三
十

飴
年
の
語
は
弘
安
五
年
是
れ
三
十
一
年
な
れ
ば
此
年
に
云
ふ
は
然
る
ぺ
し
、
自
余
の
年
に
三
十
余
年
ご
あ
る
は
文
字
の
設
り

な
る
ぺ
し
o
云
々

小
林
日
董
師
日
（
、

弘
安
元
年
以
後
の
本
隼
は
二
悌
四
菩
薩
の
み
に
し
て
善
徳
及
び
分
身
悌
を
書
し
給
は
今
、
是
の
如
き
は
貨
に
本
門
正
宗
の
本

隼
な
る
べ
し
、
故
じ
先
仰
も
文
永
建
治
の
ぶ
隼
ご
弘
安
元
年
以
後
の
本
隼
ご
を
別
げ
随
他
意
随
自
意
の
ニ
ご
せ
hJ
、
弘
安
元

年
以
後
の
本
隼
に
は
必
十
特
じ
梯
滅
後
二
千
二
百
三
十
齢
年
さ
香
し
給
ふ
由
一
一
意
思
ふ
ぺ

L
o
云
々

嶋
村
日
正
師
臼
〈
、

「

l
廿
余
年
l
随
他
1

康
宣
流
布
｜
在
世
i
弘
遁
の
始

賛
文

l
一一｜

品
川
余
年

l
随
白

l
無
令
断
絶
l
滅
後

i
弘
遁
の
後

以
上
の
如
〈
古
来
多
く
の
皐
者
が
各
自
そ
の
説
を
立
て
設
に
本
尊
に
劃
し
て
、
随
自
随
他
、
末
再
治
再
治
定
、
自
行
所
読
の
本

意
不
本
意
、
在
世
滅
後
等
の
分
別
を
生
今
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
今
若
し
本
隼
の
憤
値
に
し
て
果
し
て
是
の
如
〈
で
あ
る
ご
す

る
な
ら
ば
、
文
永
十
年
佐
憾
の
連
作
に
か
、
る
「
．
日
運
が
官
身
一
期
の
大
事
」
さ
宣
ぺ
ら
れ
た
事
人
終
窮
の
極
説
た
る
「
如
来
滅
後

五
五
百
歳
始
親
心
本
零
鉢
」
は
建
じ
ま
た
未
再
治
随
他
禾
所
証
の
方
使
説
さ
な
り
終
る
の
外
は
な
い
も
の
さ
云
は
ね
ば
な
ら
な

い
o
何
て
な
れ
ば
同
年
始
願
法
華
純
本
門
の
大
盛
茶
羅
は
貨
に
親
心
本
意
紗
の
大
事
た
る
蒜
量
品
の
肝
心
妙
法
遵
華
経
そ
の
も

の
を
額
接
困
現
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
こ
に
は
本
隼
紗
を
離
れ
て
本
章
が
あ
り
得
な
い
ご
同
時
に
、
ま
た
本
軍
以
外

に
本
隼
捗
の
生
命
及
び
其
規
模
は
あ
h
得
ぺ
か
ら
ぎ
る
が
魚
で
あ
る

o
従
っ
て
叉
若
し
も
本
章
秒
以
外
に
そ
れ
さ
は
杢
｛
閥
係

な
し
に
猫
立
し
た
本
章
の
生
命
慣
値
を
確
認
し
ゃ
う
Je

－
－
す
る
皐
者
が
ゐ
る
亡
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
盟
－
h
事
意
に
背
戻
す
る
の

み
な
ら
今
か
、
る
不
合
理
の
見
解
は
吾
人
の
知
的
要
求
さ
は
杢
然
相
容
れ
な
い
も
の
さ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
o
之
れ
に
反
し
て

本
軍
吉
本
隼
鉢
て
の
闘
係
を
上
の
知
〈
密
接
不
離
の
も
の
ご
し
て
考
へ
や
う
ご
す
る
吾
人
の
見
解
に
し
て
果
し
て
諜
り
で
な
い

ざ
す
る
な
ら
ば
、
弘
安
巳
前
即
ち
文
永
十
年
の
始
願
本
命
が
そ
の
弘
安
元
年
以
後
即
も
弘
安
式
な
ら
ざ
る
が
潟
ご
云
ふ
：
或
は

又
賛
文
年
代
が
悌
滅
二
千
二
百
二
．
十
余
年
さ
云
ふ
傭
件
の
も
さ
に
末
再
治
樋
他
意
な
り
ご
断
定
す
る
以
上
、
そ
の
能
詮
た
る
本
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隼
妙
は
ま
た
明
か
に
未
再
治
随
他
意
の
所
設
ご
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
o
そ
の
之
れ
に
反
し
て
本
金
紗
が
飽
〈
ま
て
も
嬰
意
か
ら

見
て
異
に
『
日
蓮
が
宮
身
一
期
の
大
事
』
で
あ
る
さ
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
所
詮
で
ゐ
・
り
所
旧
制
で
あ
る
さ
こ
ろ
の
「
本
隼
」
は
ま
た
そ

れ
白
身
絶
劃
債
値
の
官
体
で
あ
ら
ね
ば
な
る
ま
い
o
愛
に
於
て
か
吾
人
は
賛
文
年
代
に
よ
ち
て
本
章
そ
の
も
の
、
償
航
を
砥
別

し
其
問
に
軽
重
を
附
せ
ん
ご
す
る
が
如
き
噂
者
の
見
解
は
卑
意
に
背
く
妄
断
で
あ
る
ご
論
難
す
る
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
O

以
上
の
論
速
に
し
て
諜
り
で
な
い
ご
す
る
な
ら
ば
そ
の
日
疋
れ
に
劃
す
る
吾
人
の
見
解
は
次
の
如
〈
で
あ
る
、
却
も
吾
人
を
以

て
す
る
な
ら
ば
本
診
に
認
め
ら
れ
た
賛
文
年
代
は
、
彼
の
「
観
心
本
隼
紗
」
に
於
け
る
「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
」
の
文
J

」
其

意
杢
〈
同
一
で
ゐ
っ
て
、
そ
れ
は
草
に
本
隼
固
式
の
整
不
整
や
巧
拙
の
如
何
等
に
係
る
さ
こ
ん
の
も
の
で
な
い
の
は
勿
論
、
そ
の

立
斤
η
存
す
る
ご
こ
ろ
は
貨
に
専
ら
法
華
経
書
量
品
の
肝
心
た
る
本
門
の
大
本
章
が
、
一
に
末
法
行
者
の
信
行
の
封
象
・
こ
し
て

第
五
の
五
百
歳
即
ち
末
法
の
始
め
に
於
て
出
現
せ
ら
る
ぺ
（
、
本
化
附
蝿
の
大
白
畳
に
基
い
て
其
の
内
容
ご
目
的
ご
を
限
定
せ

ん
さ
し
た
銘
言
で
あ
っ
て
、
鼓
に
賛
交
の
賛
文
た
る
所
以
の
義
叫
が
存
す
る
さ
共
に
、
叉
貨
に
末
法
救
梼
の
本
草
債
値
を
し
て

正
像
の
二
ぞ
れ
ご
筒
別
せ
ん
が
局
め
で
あ
る
さ
考
ふ
る
の
で
ゐ
る
O

き
れ
ば
本
掌
紗
に
日
〈
、

末
法
に
来
入
し
て
始
め
て
此
偽
像
川
現
せ
し
む
ぺ
き
賊
o

日
女
妙
に
臼
〈
、

正
像
二
千
年
に
は
未
だ
本
門
の
本
軍
J

」
巾
す
ぺ
き
名
だ
も
な
し
乃
至
悌
滅
後
二
千
年
過
ぎ
て
末
法
の
始
の
五
百
年
に
川
現
せ

さ
せ
給
ふ
乃
至
末
法
二
百
余
年
の
比
o
云
々

亡
、
車
意
是
の
如
〈
で
あ
る
な
ら
ば
二
十
余
年
さ
云
ひ
三
十
余
年
ご
云
ふ
も
其
京
に
於
て
何
等
具
ち
な
〈
、
只
大
教
に
約
し
て
か

〈
は
書
せ
ら
れ
た
も
の
ご
見
る
ぺ
〈
、
畢
一
見
本
章
の
悌
滅
後
末
俳
H
有
な
る
の
意
義
ご
末
法
舟
正
の
深
意
ご
そ
悶
詮
せ
ん
ご
す
る

が
正
目
的
で
あ
る
さ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
o

詑
に
於
て
か
吾
人
は
更
に
進
ん
で
翠
人
一
代
に
於
け
る
年
代
数
字
の
用
語
例
に
就
て
考
鐙
を
重
ね
以
て
其
の
意
の
存
す
る
蕗

を
明
確
な
ら
し
む
る
の
で
あ
ら
う
o

法
華
初
心
成
悌
紗
（
建
治
三
午
）
へ
縮
遺
一
六
七
七
）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

樟
律
入
滅
の
後
今
に
二
千
二
百
コ
一
十
余
年
也
o
一五々
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撰
持
砂
（
建
治
元
年
）
（
同
一
二
三
五
）

0

0

0

0

0

0

0

0

 

悌
滅
後
二
千
二
百
三
十
余
年
が
問
。
云
々

弘
安
以
後
に
於
て
三
十
余
年
さ
ゐ
る
を
以
て
其
の
本
隼
が
再
治
定
で
あ
b
随
白
意
で
あ
る
さ
の
義
を
附
す
ぺ
き
で
ゐ
る
な
ら

0

0

0

0

 

は
建
治
年
間
に
於
け
る
上
記
の
諸
御
書
に
認
め
ら
れ
た
る
三
十
余
年
云
々
の
年
代
用
語
例
は
是
れ
を
如
何
仁
蕗
到
す
ぺ
き
で
ゐ

ら
う
か
。
云
ふ
勿
れ
本
隼
ご
御
書
ご
其
意
呉
る
ご
、
慨
し
前
述
の
如
（
本
掌
紗
、
日
女
紗
等
は
共
に
本
隼
の
顕
現
に
就
て
云
ひ

殊
に
本
’
隼
問
先
口
妙
の
如
き
具
に
本
隼
未
曾
有
の
義
を
論
十
る
も
の
あ
る
に
於
て
お
や
で
ゐ
る
O

叉
暇
h
に
一
歩
を
典
え
て
た
ご

へ
後
に
具
に
奉
「
る
が
如
〈
弘
安
元
年
巳
後
の
御
書
が
多
（
の
場
合
三
十
余
年
の
数
を
用
ひ
た
る
ニ
さ
を
容
認
す
る
も
、
乙
れ

さ
て
中
に
は
或
は
正
確
に
年
代
に
介
す
る
あ
b
或
は
そ
の
甚
だ
し
き
に
至
つ
て
は
五
百
年
の
敷
を
用
ふ
る
あ
り
て
一
定
せ
令
、

受
に
於
て
が
既
に
弘
安
以
前
に
於
て
三
十
余
年
云
々
の
用
語
ゐ
る
鮪
等
を
綜
合
批
判
す
る
ご
き
そ
れ
等
の
凡
て
が
大
数
に
約
し

た
も
の
で
あ
る
乙
さ
は
愈
以
て
明
白
な
事
・
寛
吉
一
五
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
－
』
で
吾
人
は
更
に
是
等
を
裏
書
せ
ん
が
烏
め
に
重
ね
て
遺
文
中
大
教
に
約
し
て
用
ひ
ら
れ
た
る
他
の
諸
例
を
摘
録
し
て
御

自
に
か
け
や
う
。

妙
揖
上
人
御
泊
息
、
（
遣
一
四
三

O
）

二
千
二
円
二
十
余
年
の
時
に
生
れ
o
云
々

（
呈
人
誕
生
は
滅
後
二
千
百
七
十
一
年
な
h
）

千
日
尼
御
前
御
返
事
（
弘
安
元
年
）
（
滅
後
二
二
二
七
年
）

怖
滅
後
既
に
二
千
二
百
三
十
余
年
に
な
り
候
o
一五々

妙
法
厄
御
返
事
（
同
）

偽
御
入
滅
ゐ
り
で
は
既
に
二
千
二
百
二
十
七
年
。
云
々

悌
滅
後
任
に
二
千
二
百
二
十
七
年
じ
な
り
候
o
云
々

四
保
金
吾
殿
御
返
事
（
同
）

偽
減
皮
後
二
千
二
百
三
十
余
年
に
な
り
候
。
云
々
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本
命
問
答
妙
（
同
）

二
千
二
rH
三
十
余
年
か
問
一
間
浮
提
の
内
に
未
た
弘
め
た
る
人
候
は
も
も
一
再
々

九
郎
大
郎
股
御
返
事
（
同
）

偽
御
入
滅
ゐ
り
で
は
二
千
二
百
二
十
余
年
な

h
o
云
々

賓
軽
法
重
事
（
弘
安
二
年
）
（
滅
後
二
二
二
八
年
）

例
滅
後
二
千
二
百
余
年
o
云
々

可
延
定
御
舟
日
（
同
）

後
五
百
歳
二
千
五
百
余
年
の
時
。
云
々

治
州
大
小
書
（
弘
安
五
年
）
（
滅
後
二
二
三
一
年
）

仰
の
御
入
滅
よ

b
今
に
二
千
余
年
が
問
。
云
々

以
上
に
於
て
是
れ
を
見
る
ご
き
、
等
し
〈
弘
安
元
年
じ
於
け
る
も
の
或
は
二
千
二
百
三
十
余
年
、
或
は
二
千
二
百
二
十
七
年

或
は
二
千
二
百
余
年
ご
云
ひ
、
叉
弘
安
二
年
に
在
て
は
或
は
二
千
二
百
余
年
、
或
は
二
千
五
百
余
年
さ
一
五
ひ
、
更
に
弘
安
五
年

に
於
げ
る
が
如
き
単
に
二
千
余
年
ご
云
へ
る
の
み
で
は
な
い
か
o

是
の
如
く
通
観
し
来
れ
ば
日
進
聖
人
の
年
代
用
語
例
に
劃
す
る
一
般
を
知
る
乙
さ
が
出
来
る
さ
共
に
、
其
の
多
々
は
大
教
に

約
し
て
用
ひ
ら
れ
た

b
の
で
あ
っ
て
、
弘
安
元
年
に
於
け
る
寸
妙
法
尼
御
返
事
」
の
知
〈
二
千
二
百
二
十
七
年
ご
正
確
に
引
用

せ
ら
れ
た
も
の
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
て
寧
ろ
例
外
さ
し
て
見
る
も
可
な
り
で
あ
ら
う
o
従
っ
て
其
等
の
年
代
は
奈
〈
ぞ
の
引
用

の
日
的
生
妨
げ
ざ
る
範
悶
に
於
て
最
も
概
算
的
に
使
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
極
め
て
明
確
な
事
貨
さ
な
る
諜
で
あ
る

然
る
じ
偶
々
弘
安
年
間
に
於
け
る
本
牲
書
式
に
し
て
共
賛
文
の
多
〈
が
三
十
余
年
さ
認
め
ゐ
る
結
が
ら
、
設
に
草
人
の
内
面
生

活
に
ま
で
臆
側
を
廻
ら
し
、
且
つ
は
本
章
共
も
の
の
憤
値
内
容
に
劃
し
て
種
々
の
匝
別
軽
重
を
付
し
、
偏
執
的
皮
相
的
批
判
を

試
む
る
が
如
き
は
盛
一
ゐ
瞬
時
博
合
も
甚
だ
し
き
沙
汰
さ
云
は
ね
ば
な
る
ま
ゐ
o
も
さ
巳
に
賛
文
の
意
義
た
る
本
命
の
正
像
未
有

を
表
す
ご
共
に
、
そ
が
末
法
正
依
た
る
所
以
の
も
の
を
反
照
す
る
に
あ
b
さ
す
る
な
ら
ば
、
三
十
余
年
ご
あ
る
を
数
字
の
税
り

ぎ
す
る
日
好
師
の
読
の
如
き
も
明
か
に
猫
断
で
あ
っ
て
ま
た
吾
人
の
興
せ
ぎ
る
ご
こ
ろ
で
ゐ
る
O

（完）
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